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1. はじめに〔Введение〕 

本論文では、語の多義性とコロケーションの関係を取り上げる 1。 

日本語においても、ロシア語においても（あるいは他の言語においても）、多くの語は、

単一の意味だけで用いられるということではなく、多義である。多義であるひとつの語の

複数の意味は互いに関連をもって存在している。その関係はメタファー（metaphor, 

метафора, 隠喩）、メトニミー（metonimy, метонимия, 換喩）、シネクドキ（synecdoche, 

синекдоха, 提喩）に分類でき、多義語は、そのような関係により放射状カテゴリー（radial 

                                                         
* 本論文は堤（2018）を基盤として拡張したものである。  

1 語のつながりを表す用語として、語結合、連語、コロケーションなどがある。本論では、
主としてコロケーションを使い、前者ふたつとの区別は特に明確にすることなく議論を進
める。 

 国広（1997: 131 [Кунихиро 2009]）は国語辞典の記述についての議論において「連語」を
「用例」・「成句」と区別して以下の違いがあるとしている。  
 

 結合度 意味 

用例 自由 個々の語から引き出せる  

連語 かなり固定  個々の語から引き出せる  

成句 固定 固定 
 
 国広（1997: 130）は「用例・連語・成句のどれに分類すべきか区別がはっきりしなくて
悩む場合もあり得るが、この区別は今後の辞典編纂の大きな課題だと言えよう」としてい
る。 

 本論では、主として日本人のロシア語学習の観点からコロケーション（連語）を考察す
るので、双方の言語において語結合に対応があるかどうかに主たる着眼点をおく。そのた
め、日本語の辞書における記述を問題としている上の表の捉え方とは異なる部分がある。 
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category）となっている 2。 

本論文では、ロシア語と日本語の語を放射状カテゴリーとして分析することによって、

両言語のコロケーションの違いの一端が明らかになることをみる。これは、学習言語と母

語と異なりを示すことになり、外国語学習においても有用である。  

 

2. 語の多義性、語結合、放射状カテゴリー〔Лексическая полисемия, словосочетания и 

радиальные категории〕 

 

2.1 語の多義性と語結合〔Лексическая полисемия и словосочетания〕 

 外国語学習におけるコロケーションの課題は、他の多くの問題と同様に、まず母語と学

習言語における差異において存在する。学習言語におけるコロケーションが母語にそのま

ま対応するものは外国語学習にとって問題はより少ない。しかし、母語と異なる語結合は

記憶することが必要となる 3。 

 

（1）читать книгу 本を読む  

（2）читать лекцию 講演をする/*読む 

 

 （1）は、ロシア語の対格が日本語の「～を」に対応すると考え、читать が「読む」、книга

が「本」に対応すると考えると、ロシア語と日本語で対応している語結合である。一方、

                                                         
2 英語や日本語については、このような観点から編纂された辞書が存在する（瀬戸・他 

2007; 荒川 2011, 今井 2011, 森 2012）。  

 放射状カテゴリーについては Lakoff（1987）、Taylor（2003）、辻（2013）等を参照のこ
と。 

 なお、ロシア語において放射状カテゴリーを用いた研究として、動詞の接頭辞について
は Janda（1990）、Janda et al.（2013）、Sayama（2017）等がある。また、ロシア語アスペク
トについては Nesset（2009）、堤（2017）がある。  

 伊東（2018）は日本語と英語の身体部位名称について放射状カテゴリー分析から対照を
行っている。  

3 下にあげるような文法的な問題（異なり）もあるが、本論文で取りあげるのは語彙的な
結合に限定する。  

（ⅰ）помогать маме ママを/*に手伝う 



63 
 

（2）の語結合は（ロシア語 лекция が日本語の「講演（講義）」に対応するとしても）日本

語に対応しない。（1）と（2）のロシア語動詞 читать は多義語であるが、日本語動詞「読

む」には対応するような多義性は存在しない。語の多義性の違いが、語結合の違いとなっ

ている。  

 

2.2 多義性の記述について〔Описание полисемии: метафора, метонимия и синекдоха〕  

言語では、語にしても文法形式にしても、ひとつの形式が複数の意味を担う「多義」で

あることは頻繁にある。多義であるひとつの形式がもつそれぞれの意味は互いに関連をも

つネットワークをなすという考え方がある（Lakoff 1987; 瀬戸・他 2007 等）。通例、プロ

トタイプである中心義 core meaning（基本義）から意味的関連をもちながら派生（展開）

していることが考えられる。その際、意味的関連のタイプとして、メタファー・メトニミ

ー・シネクドキがあり、それらはさらに下位分類されうる 4。これらは古くより比喩の分

類として理解されていたが、現在では多義性の原理であることがわかっている 5。  

 

（3）Горло кувшина  【メタファー метафора】（「→」で表す）  

首    水差しの 

「水差しの首」  

（4）Она читает Чехова.  【メトニミー метонимия】（「……>」で表す） 

彼女は 読む チェーホフを  

「彼女はチェーホフを読んでいる」  

（5）Он пьет каждый вечер. 【シネクドキ синекдоха】（「➡」で表す）  

彼は 飲む 毎晩 

「彼は毎晩飲む」  

 

                                                         
4 例えば、瀬戸・他（2007: 6）は、メタファーを 3 種、シネクドキを 2 種、メトニミーを
35 種に下位分類している。  
5 意味の派生には通時的な変遷が関係しているが、ここでの多義ネットワークは共時的な
観点から分析されるものである。  

 なお、多義語における意味の派生は「イメージ・スキーマ変換」や「フレームの写像」
などで起こると考えることもできるが、ここではそれらについての説明は省略する。  
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メタファーは元の意味の何らかの特徴を共有して意味が派生している。（3）の горло（首、

のど）は上部の細い部分を意味している。メトニミーは元の意味の指示物に近接・隣接す

るものを指示する 6。（4）の Чехов（チェーホフ）はこの作家の作品を表している。シネク

ドキは（メトニミーに含められることもあるが、）上位語（上位概念）で下位語（下位概念）

が表すものを表す、あるいはその逆である。（5）の пить（飲む）の中心義は液体などを体

内に入れることであるが、この例は特にそのうちの「酒」だけを取り込むことを意味して

いる。なお、上の 3 例は日本語にもそのまま当てはまる。  

多義語は中心義と派生義が関連をもった意味ネットワークを形成すると考えることが

できる。すなわち、多義語における種々の意味用法は無関係に存在しているわけではなく、

相互に関連をもっている。多義ネットワークを明らかにすることにより、その多義語の意

味用法同士の関係を理解することができる。 

 

3. 分析例〔Примеры анализа〕  

 

3.1 «читать»と「読む」〔«читать» и 読む〕 

ロシア語 читать（読む）と日本語「読む」を例に考える。  

 

3.1.1  «читать» [čita-t’] 

 ロシア語の читать に関して様々なコロケーションがありえるが、ここでは対格目的語を

いくつか挙げる 7。 

 

                                                         
6 Горло の中心義が「（身体部位としての）のど」であるとすると、それが「（身体部位と
しての）首」を意味するのは、メトニミーによるものということになる（「部分が全体を表
す」）。「水差しの首」のように身体部位ではない「首」を表すのは、さらなる派生義となる。 
7 Ожегов（2009）で читать は以下のように記載されている（用例一部省略）。  

1.  кого-что. Воспринимать написанное, произнося вслух или воспроизводя про себя. 
Ч. книгу. Ч. Пушкина. Ч. по слогам. Ч. бегло. Ч. на двух языках. Ч. ноты.  

Ч. географические карты. Ч. настроения по лицам. Ч. в сердцах чьих. 
2.  что. Произносить, декламировать (какой-н. текст). 

Ч. стихи с эстрады. Ч. наизусть басню. 
3.  что. Произносить с целью поучения. 

Ч. нотации. Ч. нравоучения. 
4.  что. Излагать устно перед аудиторией. 

Ч. лекцию. Ч. курс русской литературы. 
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（6）книгу（本を），Пушкина（プーシキンを），ноты（譜面を），географические карты（地

図を），настроения (по лицам)（表情から機嫌を），стихи（詩を），басню（寓話を），

нотации（説教を），нравоучения（教訓を）， лекцию（講義を）， курс русской 

литературы（ロシア文学講座を） 

 

 付した日本語訳は絶対的なものではないにせよ、それらの訳語のいくつかはロシア語と

同じ意味のコロケーションとしては日本語の「読む」とは結びつかない。コロケーション

に異なりがあることがわかる。  

читать の多義ネットワークを分析すると（7）となる。 

 

（7）читать の多義ネットワーク〔Сеть полисемии «читать»〕 8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それぞれの意義の用例には以下のものがある 9。 

 

                                                         
8 （7）と（9）の図では、メタファーを→、メトニミーを…… >、シネクドキを➡で表す。 

9 （7）では註 5 の 1 の語釈を下位区分している。また、Ожегов（2009）に記載されてい
ない用法として、対格名詞句をとらずに「読書する」を意味する用法があるが、（7）では
a のオプションと考えることとする。  

a. 文字で記されたものを
理解する  

黙読・音読  

b. 図などで記されたもの
を理解する  

d. 朗読する  

e. 説き聞かせる 

c. 外面から理解する・推察
する f. 聴衆に述べる  
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（8） a. 文字で記されたものを理解する〔黙読・音読〕  【core meaning】  

читать книгу（本を読む）  

b. 図などで記されたものを理解する  【metaphor】（→）  

читать географические карты（地図を読む） 

c. 外面から理解する・推察する  【metaphor】（→）  

читать настроения по лицам（顔色を読む）  

d. 朗読する  【synecdoche】（➡）  

читать стихи с эстрады（壇上で詩を朗読する／読む）  

e. 説き聞かせる 【metonymy】（… …>）  

читать нотации（教訓を垂れる）  

f. 聴衆に述べる  【metonymy】（… …>）  

читать лекцию（講義を行う）  

 

 （7a）を中心義と考える 10。（7b）と（7c）は中心義の「（視覚による）理解」において

理解の対象が「文字以外の何らかの伝達のための図など」や「（必ずしも伝達を意図しない）

何らかの外面」にそれぞれ置き換えられている 11。（7d-f）は中心義の中の「音読」のオプ

ションから派生している。これらは「音読」するとともに「（自らが理解するためではなく）

聞き手に聞かせる（そして、そのことにより理解させる、あるいは鑑賞させる）目的」に

置き換えられている 12。（7e-f）には網掛けをしているが、これは日本語の「読む」に対応

がないものである。（8d）の日本語訳は「朗読する」を「読む」に置き換えても成立するが、

（8e-f）は日本語訳の動詞を「読む」に置き換えることはできない（3.1.2 及び 3.1.3 参照）。  

 

  

                                                         
10 黙読と音読を区別することも可能かもしれないが、ここでは中心義としてまとめておく。
「音読」は中心義のひとつのオプションと考えておく。  

11 これは瀬戸・他（2007）の分類のメタファーの「機能類似」にあたると考えられる。 
12 フレーム意味論の枠組みにおいては、中心義のフレームから「聞き手（他者）への読み
聞かせ」フレームに写像がおこったことにより派生した意味と考えることができる（「フレ
ーム」「フレーム意味論」「フレームの写像」については、辻 2013 や鍋島 2016 を参照のこ
と）。  
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3.1.2 「読む」[yom-u] 

 日本語の「読む」は次の多義ネットワークを形成していると考えられる。  

 

（9）「読む」の多義ネットワーク〔Сеть полисемии 読む〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それぞれの意義の用例は以下のものである。 

 

（10）a. 文字で記されたものを理解する（黙読・音読） 13 【core meaning】  

本を読む（читать книгу）  

b. 図などで記されたものを理解する  【metaphor】（→）  

                                                         
13 （9a）あるいは（10a）で、コロケーションとして「～を」に入る名詞句は「文字で記
されたもの」ということになるが、これについてもプロトタイプを示している。したがっ
て、メトニミーとして「文字で記されたもの」を意味する「チェーホフ」（＝チェーホフの
作品）が用いることができる。また、「漫画」は多くの場合、絵だけでなく、文字も含んで
いるが、たとえ文字がなく、絵だけだとしても「漫画を読む」と言える。これは「漫画」
のカテゴリーに何が属すのかの問題であり、プロトタイプから離れた周辺的なものでも、
「漫画」であれば「読む」と結びつくことになる。  

 このようなことは、当然ロシア語においても起こっている。  

a. 文字で記されたもの
を理解する  

黙読・音読  

b. 図などで記されたも
のを理解する  

d. 朗読する  

e. 詩歌を作る c. 外面から理解する・推
察する 

f. 予想する 
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地図を読む（читать географические карты） 

c. 外面から理解する・推察する  【metaphor】（→）  

顔色を読む（читать настроения по лицам） 

d. 朗読する  【synecdoche】（➡）  

壇上で詩を読む（читать стихи с эстрады） 

e. 詩歌を作る 【metonymy】（… …>）  

俳句を読む（сочинять/*читать хайку）  

f. 予想する（предвидеть, предполагать, оценивать）  【metonymy】（… …>）  

相手の出方を読む  

 

 （9a）を中心義と考える 14。（9b）と（9c）は中心義の「（視覚による）理解」において

理解の対象が「文字以外の何らかの伝達のための図など」や「（必ずしも伝達を意図しない）

何らかの外面」にそれぞれ置き換えられている 15。（9d）は中心義の「音読」のオプショ

ンから派生している。（9e）の「詩歌を作る」は「朗読」からの派生義である 16。（9f）は、

（9c）の「外面から理解する・推察する」からの派生で、特に未来のことについての場合

である 17。（9e-f）は網掛けをしているが、ロシア語と日本語で対応のない派生義である

（3.1.1 及び 3.1.3 参照）  

 

3.1.3  ロシア語 читать と日本語「読む」の比較〔Сопоставление «читать» и 読む〕 

 （7）と（9）のそれぞれのネットワーク図において、多義語であるそれぞれの語の中心

義と派生義の関係が示され、それらの派生関係が明らかになる。  

 網掛けのない中心義・派生義で用いられる場合は、双方の言語で対応があることを示し

                                                         
14 国広（2006: 305-308）は多義体系図で「音声化」と「意味解釈」をまず分けており、森
（2012: 507-510）は「文字を見て声に出して言う。音読する」を中心義とし、そこから「文
字を見て内容を理解する。黙読する」を派生義としている。本論では「音読」は中心義の
ひとつのオプションと考えておく。  
15 「空気を読む」もある種の外面と言えるだろう。  

16 瀬戸・他（2007）の分類のメトニミーの「プロセスで結果」に相当すると考えられる。
あるいは、フレーム意味論におけるフレームの写像によるものと考えることもできる。 

17 瀬戸・他（2007）の分類のシネクドキの「類で種」に相当すると考えられる。  
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ている。これらの意味用法では直訳が可能である。なお、双方の多義ネットワーク図から

派生の発想でも類似点があることが示される。 

 一方、網掛けをした派生義は双方で対応がないものである。これらの意義で用いられる

場合、目的語等を付けたコロケーションに対応がないということになる。すなわち、日本

語とロシア語で直訳ができないことになる。 

 このような多義ネットワーク図による比較は、コロケーションの問題のみにあらず、学

習者にとって、あるいは教員にとって有用である。学習者は多義語の派生関係を明瞭にと

らえることができる。また、教員は教材作成のための参考資料として利用することができ

る 18。 

 

4. まとめ〔Заключение〕 

 日本語とロシア語のコロケーションについて、語の多義性に着目して考察してきた。多

義ネットワーク図は語の多義性を明瞭にし、日本語とロシア語で比較することにより、コ

ロケーションの異なりもわかりやすく示すことができる 19。  

 ただし、そのためにはコロケーションもふまえた多義ネットワーク図を作成することが

前提となる。中心義や派生義が意味として対応するとしても、ひとつの言語においてそれ

と共起する語がすべてもうひとつの言語においても共起可能であるという保証はない。分

析にあたっては個々の例を細かく検討していかなければならない。  

 そもそも、中心義と派生義の立て方、それらの相互関係の捉え方など、多義ネットワー

クの分析の手法には検討の余地はまだあるだろう。外国語学習の参考資料として、コロケ

ーションの問題も含めて、多義ネットワークを有益なものとして用いることができるよう

にするためには、分析の手法をより洗練したものにする必要がある 20。 

                                                         
18 外国語学習の参考資料にするためには、多義ネットワーク分析の対象となる語も、それ
に共起しコロケーションを形成する語も、学習語彙であることが望ましい。学習語彙は学
習者の習熟度レベルによって異なるわけだが、本論の分析例では特に習熟度レベルについ
て考慮していない。  
19 補遺として、本文では取り上げていないものの、シンポジウム報告では言及した語
（зеленый―緑（の）／青（い）、голова―頭）の多義ネットワーク分析を添付した。  
20 なお、註 5 でふれたことを改めて述べるが、多義ネットワークは共時的なものであり、
語源的な派生過程とは必ずしも一致しない。いずれの語でも、中心義（プロトタイプ的意
味）と派生義（周辺的意味）は時代によって変遷しうる。ある時代では中心義だったもの
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が、別の時代では派生義となりうる。したがって、派生の方向も時代によって変わりうる。  

 また、多義ネットワーク（放射状カテゴリー）において、中心義（プロトタイプ）はい
かに決定されるのか、また、それは必ずひとつの語にひとつだけであるのか、また、中心
義および派生義は離散的に規定できるのか、など、検討すべき課題が残されている。  



71 
 

Nesset, Tore. 2009. Metonymy of aspect/aspects of metonymy. Scando-Slavica 55: 65–77. 

Sayama, Gota. 2017. The consideration of the radial category of the Russian prefix pro- (про-). In 

Book of Abstracts.International Cognitive Linguistics Conference: Linguistic Diversity and 

Cognitive Linguistics 10—14 July 2017 Tartu, Estonia. 446-447 

Taylor, John R. 2003. Linguistic categorization. 3rd ed. Oxford: Oxford University Press.（辻幸

夫・他訳. 2008.『認知言語学のための 14 章〈第三版〉』紀伊國屋書店.）  

 

Ожегов, С. И. 2009. Толковый словарь русского языка. М.: Издательство «Мир и 

образование».（電子辞書 Casio Ex-word XD-A7700 収録）  

 

  



72 
 

補 遺 

Зеленый ― 緑(の)／青(い)［midori(-no) / ao(-i)］ 

 
 

зеленый цвет 
 
 

 
зеленые щи           зеленая улица 

 
 

 
зеленое лицо 

 
 
 
 

зеленое яблоко 
 
 

 
зеленая молодежь 

 
 

青         緑色 
 
 
 

青汁               緑の通り  
 
 
 

青い顔 
 
 
 

青りんご  
 
 

青い考え  

 

Голова ― 頭［atama］（頭［tō］/ 先頭［sentō］） 

 
 
200 голов 

 
 
 

понурить голову 
 
 
 

надеть на голову 
 
 
 
 

человек с головой 
 
 
 

умная голова 
 
 

идти в голове 
 

 
 

200 頭 [tō] 
 
 
 

頭をうなだれる  
 
 
 

頭にかぶる  
 
 
 

頭がある  

釘の頭 
 
 
 
週の頭              先頭を歩く 
                    [sentō] 

 

зеленая молодежь 青い考え 
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語の多義性とコロケーション 
堤 正典 

 語の多義性とコロケーションの関係を取り上げる。ロシア語においても、日本語におい

ても（あるいは他の言語においても）、ひとつの語は多義であることが多い。語の多義性は

中心義と派生義でメタファー、メトニミー、シネクドキの関係をもった多義ネットワーク

を形成している（放射状カテゴリー）。また、ロシア語と日本語のいくつかの語を比べてみ

ても、コロケーションが異なることはよくある。このようなコロケーションの異なりは、

当該の語が多義で、語義のいくつかでは対応していて、コロケーションも同じであるが、

別の語義ではロシア語と日本語で異なるため、コロケーションも異なるということがある。

したがって、ロシア語と日本語で語の多義ネットワークが示されると、コロケーションの

違いの一端が明らかになる。学習言語と母語の違いが明らかになることは外国語学習につ

いても有用である。本論文では、ロシア語の читать と日本語の「読む」を例にあげて分析

例を示した。また、補遺として、ロシア語の зеленый と日本語の「緑（の）／青（い）」、

ロシア語の голова と日本語の「頭」の分析例も示した。  

 


